
武雄市 一般廃棄物（生活排水）処理基本計画【概要版】 

１ 計画策定の目的 

廃棄物を取り巻く社会情勢の変化や武雄市の生活排水処理施策の整備状況を踏まえ、市民・事

業者・行政の三者が協働することで、生活排水対策の必要性を認識し、生活排水処理率の向上に

向けた取り組みを推進していくことを目的とします。 

２ 計画の位置付け 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 6 条第 1 項の規定に基づく計画であり、長期的視点に立

った市町村の一般廃棄物処理の基本方針となる計画です。 

今回策定する計画は、ごみの処理に係る「ごみ処理基本計画」と生活排水の処理に係る「生活

排水処理基本計画」のうち、生活排水の処理に係る「生活排水処理基本計画」です。 

３ 計画期間と計画目標年度 

計画目標年度を令和 16 年度とし、中間目標年度は令和 11 年度とします。 

 

４ 生活排水処理の現状 

武雄市の過去 5 年間における生活排水処理形態別人口の推移は、計画収集人口、単独処理浄化

槽人口、農業集落排水人口が減少しているのに対して、公共下水道人口、合併処理浄化槽人口は

増加していることから、下水道処理区域内での接続人口の増加及び浄化槽設置整備事業等による

合併処理浄化槽の整備が進んでいることで、計画収集人口及び単独処理浄化槽人口が減少する傾

向を示しています。 

 

５ 課題 

これまで実施してきた公共下水道整備事業、農業集落排水事業、浄化槽設置整備事業及び公共

浄化槽等整備推進事業により、公共用水域の水質は改善傾向にありますが、依然として一般家庭

から未処理のまま流される生活雑排水などによる水質汚濁が懸念されます。 

さらに改善を進めるために、公共下水道及び農業集落排水施設への接続率の向上や合併処理浄

化槽の普及促進を図る必要があります。 
 

① 汚水衛生処理率の向上 

公共下水道及び農業集落排水施設への接続率の向上と合併処理浄化槽の普及を促進させる

必要があります。 

 

② 公共下水道整備事業 

公共下水道の整備を進めると共に、未接続世帯における早期の接続が必要であるため、接

続率を向上させるように啓発を進め、接続世帯の拡大を図る必要があります。 

 

③ 農業集落排水事業 

未接続世帯における早期の接続が必要であるため、接続率を向上させるように啓発を進め、

接続世帯の拡大を図る必要があります。 

 

④ 浄化槽設置整備事業及び公共浄化槽等整備推進事業 

引き続き汚水衛生処理率の向上のために、市営浄化槽の設置を推進していく必要がありま

す。 

 

⑤ 生活排水処理対策の啓発 

台所などの発生源における汚濁負荷削減対策についても同様に啓発を行っていく必要があ

ります。 

 

⑥ 合併処理浄化槽の適正管理の啓発 

機能の低下による周辺環境への影響を考慮し、個人設置浄化槽の維持管理状況の正確な把

握と、所有者に対する適正な維持管理の啓蒙を行います。 

 

⑦ し尿処理に関する課題 

し尿及び浄化槽汚泥等を処理する武雄市衛生処理センターは供用開始後 24 年を経過して

います。武雄市衛生処理センターは施設更新の計画を進めています。 
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項目＼年度

本

計

画

R1 R2 R3 R4 R5

計画収集人口 13,422 12,841 12,591 11,709 10,889

合併処理浄化槽人口 23,523 23,696 23,759 24,261 25,018

農業集落排水人口 7,667 7,552 7,454 7,353 7,216

単独処理浄化槽人口 2,608 2,740 2,425 2,399 2,309

公共下水道人口 1,409 1,561 1,722 1,780 1,770

汚水衛生処理率 67.0% 67.8% 68.7% 70.3% 72.0%
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６ 目標 

計画目標年度：令和 16 年度 

 達成目標値  

【汚水衛生処理率】 

⇒ 93.0％まで引き上げ（令和 5 年度実績：72.0％） 

 

 

７ 基本方針 

① 公共下水道への接続率の向上 

公共下水道の供用開始区域に居住する市民や事業所等を対象に、生活排水処理対策の必要

性の啓発を行うとともに、公共下水道への接続率向上に向けた取り組みを推進していきます。 

 

② 農業集落排水施設への接続率の向上 

農業集落排水事業区域内での未接続世帯について、農業集落排水施設へ早期接続するため

の取り組みを推進していきます。 

 

 

③ 合併処理浄化槽の普及促進及び適正な維持管理の推進 

新規設置の合併処理浄化槽に対して、市営浄化槽事業の推進及び個人設置型への補助交付

金を継続し、市民の設置費負担軽減を図ることで、積極的に合併処理浄化槽の普及促進に努

めます。また、汲み取り便槽や単独処理浄化槽設置の事業所及び家庭については、合併処理

浄化槽へ転換するように啓発・指導を行います。 

市営浄化槽事業にて管理する合併処理浄化槽については引き続き適正な維持管理を継続す

ると共に、個人設置型浄化槽の管理者に対して適正な維持管理の重要性や実施方法を周知・

啓発していきます。 

 

④ 生活排水処理に関する施設の適正な維持管理の継続 

本市が保有している生活排水処理に関する施設については、これまで同様に適正な維持管

理を継続します。 

 

⑤ 市民に分かりやすい生活排水処理事業の展開 

発生源（台所等）における汚濁負荷削減等について啓発するとともに、生活排水処理対策

が果たす役割や効果、生活排水の安定した適正処理の必要性について、分かりやすく市民に

伝え、市民一人一人が水環境保全に向けた取り組みに参加できる環境を整備するとともに、

利用促進について情報発信を行います。 

 

●生活排水処理形態別人口の推移 
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